
被相続人に多額の債務があり、相続人と

しては相続放棄したいけれど、生命保険金

まで放棄しなければいけないのか気になる

ところです。 

相続放棄でも生命保険金は受け取れる 

相続人は、相続放棄することにより、被

相続人の財産・債務を一切承継しない選択

ができます。手続きとして自己のために相

続の開始があったことを知った時から３か

月以内に相続放棄を家庭裁判所に申し立て

ることが必要です。 

生命保険金は、民法上の相続財産ではな

く、保険金受取人の固有の財産となるので、

相続人は生命保険金を受け取ることができ

ます。みなし相続財産として相続税の課税

対象となりますが、相続放棄をした者は、

初めから相続人とならないので、生命保険

金の非課税措置を受けることはできません。

それでも保険金が手許に入ることは、メリ

ットといえるでしょう。 

限定承認でも生命保険金は受け取れる 

それでは、限定承認により相続人が取得

する財産の範囲内で債務を弁済することと

した場合はどうなるでしょうか。 

限定承認の手続きは、相続放棄と同様、

相続人は自己のために相続の開始があった

ことを知った時から３か月以内に家庭裁判

所に申し立てることが必要です。相続人は

被相続人の債務を全額承継しますが、弁済

の責任は被相続人の財産の範囲に限られま

す。未納の国税がある場合でも被相続人の

財産の限度で弁済すればよいので財産の額

を超えた滞納税額に納税義務を負いません。 

相続人が生命保険金を固有の財産として

受け取ることができるのは相続放棄の場合

と同じです。生命保険金は、みなし相続財

産として相続税の課税対象となりますが、

限定承認の場合は、相続人の地位を有して

いるので、生命保険金の非課税措置を受け

ることができます。 

詐害行為とみなされないように 

ところで生命保険金の受取人としていた

相続人も債務超過の状態となり、親族間で

財産保全をはかるため、他の相続人に受取

人名義を変更する場合は注意が必要です。

その名義変更が債権者の権利を害する詐害

行為（さがいこうい）と認められた場合、そ

の名義変更は取り消され、生命保険金は名

義変更前の相続人の取得財産として債務の

弁済に充当されてしまうかもしれません。 
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相続放棄の場合の生命保険金 

生命保険金はキープ

できるかな？ 


